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(57)【要約】
　内視鏡付属品用ケース（６１）は、内視鏡付属品を収
容する収容部（６１ａ）と、収容部（６１ａ）を内視鏡
リプロセッサ（１）の処理槽（２４）内に固定する固定
部（６３ｃ）と、流体供給源から供給された流体を収容
部（６１ａ）内に吐出する吐出口（６４ｃ）、流体の供
給中に吐出口（６４ｃ）の吐出方向を変動させる変動部
、および、流体供給源と吐出口（６４ｃ）とをつなぐ接
続管路（６４ｂ）を含む流体吐出部（６４）と、を含む
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡付属品を収容する収容部と、
　前記収容部を内視鏡リプロセッサの処理槽内に固定する固定部と、
　流体供給源から供給された流体を前記収容部内に吐出する吐出口、
　前記流体の供給中に前記吐出口の吐出方向を変動させる変動部、および、
　前記流体供給源と前記吐出口とをつなぐ接続管路、を含む流体吐出部と、
　を含むことを特徴とする内視鏡付属品用ケース。
【請求項２】
　前記収容部は、椀状のケース本体および蓋から成り、
　前記吐出口は、前記ケース本体の下部に位置し、
　前記変動部は、前記吐出口を回転させる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡付属品用ケース。
【請求項３】
　前記変動部は、前記吐出口を前記流体吐出部の軸周りに回転させることを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡付属品用ケース。
【請求項４】
　前記変動部は、前記吐出口から吐出する流体の反力によって前記吐出方向を変動させる
ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡付属品用ケース。
【請求項５】
　仕切り壁を有し、
　前記収容部は、前記仕切り壁によって複数に仕切られることを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡付属品用ケース。
【請求項６】
　前記流体吐出部は、モータの駆動力によって軸周りに回転することを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡付属品用ケース。
【請求項７】
　前記流体吐出部は、前記処理槽に設けられた回転センサに対向する位置に回転位置マー
カを有し、
　前記回転位置マーカは、前記回転センサに前記流体吐出部の回転を検知させる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡付属品用ケース。
【請求項８】
　前記吐出口は、前記流体吐出部に複数設けられ、
　前記内視鏡リプロセッサに設けられた制御部の制御により、所定の順序にしたがい、流
体を吐出する前記吐出口を切替え、前記吐出口のいずれか１つから順次流体を吐出させる
、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡付属品用ケース。
【請求項９】
　前記流体供給源は、前記吐出口の各々に連通した互いに異なる複数の吐出弁を有し、
　前記制御部は、前記吐出弁の各々を開閉制御する、
　ことを特徴とする請求項８に記載の内視鏡付属品用ケース。
【請求項１０】
　前記流体吐出部は、回転仕切り壁を有し、
　前記変動部は、前記収容部の下部から立ち上がるように設けられた保持筒と、前記保持
筒に回転自在に保持され、周方向へ向いた前記吐出口を有する回転筒とを有し、
　前記接続管路は、前記保持筒と前記回転筒の内側に設けられ、
　前記回転仕切り壁は、前記回転筒に取り付けられ、前記収容部を仕切り、前記吐出口か
ら吐出する流体の反力によって前記回転筒とともに前記回転筒の軸周りに回転する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡付属品用ケース。
【請求項１１】
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　前記収容部は、開閉可能な開閉部を有する蓋を有する、請求項１に記載の内視鏡付属品
用ケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡付属品用ケースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡と内視鏡付属品を分離させた状態で洗浄消毒する内視鏡洗浄消毒装置があ
る。例えば、日本国特開平２０１２－７１０１７号公報には、内視鏡から取り外した送気
送水ボタン、吸引ボタン、鉗子口キャップ等の付属品を内視鏡付属品用ケースに収容し、
付属品を取り外した内視鏡を内視鏡付属品用ケースの周囲にセットし、内視鏡と内視鏡付
属品を洗浄消毒する内視鏡洗浄消毒装置が開示される。
【０００３】
　内視鏡付属品用ケース内では、吐出口から噴射する薬液によって内視鏡付属品が撹拌洗
浄される。
【０００４】
　しかし、従来の内視鏡付属品用ケースでは、より多くの内視鏡付属品を収容できるよう
に容積を大きくすると、液流の弱い部分が生じ、内視鏡付属品が十分に撹拌されなくなる
問題がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、内視鏡付属品の撹拌力を向上させ、内視鏡付属品の収容量を増加さ
せることができる内視鏡付属品用ケースを提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様の内視鏡付属品用ケースは、内視鏡付属品を収容する収容部と、前記収
容部を内視鏡リプロセッサの処理槽内に固定する固定部と、流体供給源から供給された流
体を前記収容部内に吐出する吐出口、前記流体の供給中に前記吐出口の吐出方向を変動さ
せる変動部、および、前記流体供給源と前記吐出口とをつなぐ接続管路、を含む流体吐出
部と、を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの外観構成の一例を示す
斜視図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの内部構成の一例を示す
ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの内視鏡付属品用ケース
及び台座の構成の一例を示す断面図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの内視鏡付属品用ケース
及び台座の構成の一例を示す分解斜視図である。
【図５】本発明の第１の実施形態の変形例２に係わる、内視鏡リプロセッサの内視鏡付属
品用ケースの構成の一例を示す上面図である。
【図６】本発明の第１の実施形態の変形例３に係わる、内視鏡リプロセッサの内視鏡付属
品用ケース及び台座の構成の一例を示す断面図である。
【図７】本発明の第１の実施形態の変形例４に係わる、内視鏡リプロセッサの内視鏡付属
品用ケース及び台座の構成の一例を示す断面図である。
【図８】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの流体供給源の構成の一
例を示すブロック図である。
【図９】本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの内視鏡付属品用ケース
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の構成の一例を示す上面図である。
【図１０】本発明の第３の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの内視鏡付属品用ケー
ス及び台座の構成の一例を示す断面図である。
【図１１】本発明の第３の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの内視鏡付属品用ケー
スの回転筒、回転仕切り壁及び蓋の構成の一例を示す斜視図である。
【図１２】本発明の第３の実施形態の変形例に係わる、内視鏡リプロセッサの内視鏡付属
品用ケースの構成の一例を示す斜視図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。
【０００９】
　（構成）
　図１は、本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の外観構成の一例を
示す斜視図である。
【００１０】
　内視鏡リプロセッサ１は、汚染された内視鏡Ｅ、及び、内視鏡Ｅの部品又は付属品等（
以下、単に「付属品」という）Ａの再生処理を行う装置である。ここでいう再生処理とは
、特に限定されるものではなく、水によるすすぎ、有機物等の汚れを落とす洗浄、所定の
微生物を無効化する消毒、全ての微生物を排除、もしくは、死滅させる滅菌、又は、これ
らの組み合わせのいずれであってもよい。付属品Ａは、特に限定されず、例えば、使用時
に内視鏡Ｅに装着されて再生処理時に内視鏡Ｅから取り外される吸引ボタン、送気送水ボ
タン、または内視鏡Ｅ先端を覆う先端カバーなどが挙げられる。
【００１１】
　内視鏡リプロセッサ１は、トップカバー１１と、装置本体２１とを有する。装置本体２
１は、前面に操作部２２を有し、内視鏡Ｅの再生処理に関する各種指示入力が可能である
。装置本体２１は、給水ホース接続部２３を有し、外部給水手段Ｗ（図２）に接続される
。
【００１２】
　トップカバー１１は、処理槽２４を覆うように処理槽２４に対して開閉自在に設けられ
る。トップカバー１１を開けると、処理槽２４内は、外部に露出する。
【００１３】
　処理槽２４は、図１では内視鏡Ｅを配置できるように、桶状に形成されているがこれに
限定されるものではない。処理槽２４は、リークテストポート２５と、水位センサ２６と
、洗剤ノズル２７と、薬液導入口３１と、排液口３２と、循環口４１と、コネクタ４２と
、循環ノズル４３と、内視鏡付属品用ケース６１と、を有する。薬液導入口３１は、後述
する薬液導入部Ｌ（図２）に接続される。循環口４１及び循環ノズル４３は、後述する送
流体部Ｓ（図２）に接続される。
【００１４】
　内視鏡リプロセッサ１は、接続チューブＴを介して内視鏡Ｅと接続される。なお、図１
では、４本の接続チューブＴによって、内視鏡リプロセッサ１と、内視鏡Ｅとが接続され
る。ただし、接続チューブＴは、４本以外でも構わないし、接続チューブＴを介さずに直
接接続される構造であって構わない。
【００１５】
　内視鏡Ｅが接続された後、内視鏡リプロセッサ１では、内視鏡Ｅが処理槽２４内に配置
され、付属品Ａが内視鏡付属品用ケース６１内に収容され、内視鏡Ｅ及び付属品Ａの洗浄
消毒が行われる。
【００１６】
　続いて、内視鏡リプロセッサ１の内部構成について、説明をする。
【００１７】
　図２は、本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の内部構成の一例を
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示すブロック図である。図２では、管路は実線で表され、一部を除く電気信号線は省略さ
れる。
【００１８】
　内視鏡リプロセッサ１は、薬液導入部Ｌと、排液口３２と、送流体部Ｓと、制御部５１
と、内視鏡付属品用ケース６１と、を有する。
【００１９】
　薬液導入部Ｌは、消毒液等の薬液３１ａを処理槽２４に供給できるように構成される。
薬液導入部Ｌは、薬液タンク３１ｂと、薬液ポンプ３１ｃとを有する。
【００２０】
　薬液タンク３１ｂは、薬液３１ａを貯留可能である。薬液タンク３１ｂは、薬液導入口
３１に接続される。薬液タンク３１ｂは、制御部５１に接続される加温部３１ｄを有し、
制御部５１の制御の下、薬液タンク３１ｂの薬液３１ａを加温可能である。
【００２１】
　薬液ポンプ３１ｃは、加圧によって薬液タンク３１ｂから処理槽２４に送液できるよう
に構成される。薬液ポンプ３１ｃは、薬液タンク３１ｂと薬液導入口３１の間の管路に配
置される。薬液ポンプ３１ｃは、制御部５１と接続され、制御部５１の制御の下、薬液タ
ンク３１ｂから薬液３１ａを取り込み、薬液導入口３１を介し、処理槽２４に送液する。
【００２２】
　排液口３２は、処理槽２４に貯留された液体を排液できるように構成される。排液口３
２は、開閉弁３２ａ及び三方弁３２ｂを介し、薬液タンク３１ｂ又は外部排液手段３２ｃ
のいずれか一方に連通可能である。開閉弁３２ａは、制御部５１に接続される電磁弁によ
って構成され、制御部５１の制御の下、排液口３２と三方弁３２ｂに接続される管路とを
連通させることが可能である。三方弁３２ｂは、制御部５１に接続される方向切替弁によ
って構成され、制御部５１の制御の下、開閉弁３２ａを介して連通した排液口３２を、薬
液タンク３１ｂ又は外部排液手段３２ｃのいずれか一方に連通させることが可能である。
【００２３】
　送流体部Ｓは、コネクタ４２、循環ノズル４３及び内視鏡付属品用ケース６１に送気又
は送液できるように構成される。例えば、送流体部Ｓは、送液ポンプ４１ａと、循環ポン
プ４１ｂと、流路切替弁４１ｃと、給水切替弁４１ｄと、エアコンプレッサ４１ｅと、を
有する。
【００２４】
　すなわち、送流体部Ｓは、内視鏡付属品用ケース６１に流体を供給する流体供給源を構
成する。なお、送流体部Ｓは、流体供給源の一例であり、これに限定されるものではない
。流体供給源は、例えば、送液ポンプ４１ａ又はエアコンプレッサ４１ｅのいずれか一方
によって構成されても構わない。
【００２５】
　送液ポンプ４１ａは、加圧によって処理槽２４の液体をコネクタ４２及び内視鏡付属品
用ケース６１に送液できるように構成される。送液ポンプ４１ａは、循環口４１と、流路
切替弁４１ｃとの間の管路に配置される。送液ポンプ４１ａは、流路切替弁４１ｃを介し
、コネクタ４２又は内視鏡付属品用ケース６１のいずれか一方に連通可能である。送液ポ
ンプ４１ａは、制御部５１に接続され、制御部５１の制御の下、循環口４１から処理槽２
４の液体を取り込み、流路切替弁４１ｃに接続される管路に送液可能である。
【００２６】
　流路切替弁４１ｃは、制御部５１に接続される方向切替弁によって構成される。流路切
替弁４１ｃは、送液ポンプ４１ａ、エアコンプレッサ４１ｅ、コネクタ４２及び内視鏡付
属品用ケース６１に接続され、制御部５１の制御の下、少なくとも送液ポンプ４１ａ又は
エアコンプレッサ４１ｅのいずれか一方と、少なくともコネクタ４２又は内視鏡付属品用
ケース６１のいずれか一方と、を連通させる。
【００２７】
　循環ポンプ４１ｂは、加圧によって処理槽２４の液体を循環ノズル４３に送液できるよ
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うに構成される。循環ポンプ４１ｂは、循環口４１と、循環ノズル４３との間の管路に配
置される。循環ポンプ４１ｂは、制御部５１に接続され、制御部５１の制御の下、循環口
４１から液体を取り込み、循環ノズル４３に送液をする。
【００２８】
　給水切替弁４１ｄは、制御部５１に接続される方向切替弁によって構成される。給水切
替弁４１ｄは、循環ノズル４３と、循環ポンプ４１ｂと、給水ホース接続部２３と、に接
続され、制御部５１の制御の下、循環ノズル４３と循環ポンプ４１ｂ、又は、循環ノズル
４３と外部給水手段Ｗ、のいずれか一方を連通させる。
【００２９】
　エアコンプレッサ４１ｅは、加圧によって外部の空気をコネクタ４２及び内視鏡付属品
用ケース６１に送気できるように構成される。エアコンプレッサ４１ｅは、外部に開放さ
れ、また、流路切替弁４１ｃに連通する。エアコンプレッサ４１ｅは、制御部５１に接続
され、制御部５１の制御の下、外部から空気を取り込み、流路切替弁４１ｃに接続される
管路に送気をする。
【００３０】
　制御部５１は、中央処理装置（以下「ＣＰＵ」という）５１ａと、ＲＯＭ５１ｂと、Ｒ
ＡＭ５１ｃとを有する。ＣＰＵ５１ａは、ＲＯＭ５１ｂとＲＡＭ５１ｃに記憶された各種
プログラムを読み込み、実行することができる。
【００３１】
　ＲＯＭ５１ｂには、内視鏡Ｅの再生処理に関する各種プログラムが記憶される。
【００３２】
　制御部５１の機能は、ＣＰＵ５１ａがＲＯＭ５１ｂに記憶された各種プログラムを実行
することによって実現される。
【００３３】
　図３は、本発明の第１の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の内視鏡付属品用ケ
ース６１及び台座Ｂの構成の一例を示す断面図である。図４は、本発明の第１の実施形態
に係わる、内視鏡リプロセッサ１の内視鏡付属品用ケース６１及び台座Ｂの構成の一例を
示す分解斜視図である。
【００３４】
　内視鏡付属品用ケース６１は、付属品Ａを収容できるように構成される。内視鏡付属品
用ケース６１は、内側に、付属品Ａを収容する収容部６１ａを有する。内視鏡付属品用ケ
ース６１は、処理槽２４に設けられた台座Ｂに取り付けられる。内視鏡付属品用ケース６
１は、蓋６２と、ケース本体６３と、流体吐出部６４とを有する。なお、収容部６１ａの
形状は特に限定されないが、蓋６２と、椀状のケース本体６３とから成ってもよい。
【００３５】
　蓋６２は、ケース本体６３の上部に着脱可能に取り付けられる。蓋６２は、金属等を材
質として構成され、板状に形成される。蓋６２は、上部に摘み６２ａを有する。なお、蓋
６２は、金属以外にも、例えば、プラスチック、セラミックを材質としても構わない。
【００３６】
　ケース本体６３は、金属等を材質として構成され、椀状に形成される。ケース本体６３
は、胴部６３ａと、底部６３ｂと、底部開口６３ｃと、流体排出口６３ｄとを有する。な
お、ケース本体６３は、金属以外にも、例えば、プラスチック、セラミックを材質として
も構わない。また、ケース本体６３の形状は、椀状に限定されず、例えば、筒状、半球状
、テーパー状等であっても構わない。
【００３７】
　胴部６３ａは、内部に付属品Ａを収容できるように、筒状に形成される。
【００３８】
　底部６３ｂは、胴部６３ａの下端から内方へ延設される。
【００３９】
　底部開口６３ｃは、底部６３ｂの中央部に設けられる。底部開口６３ｃは、台座Ｂのケ
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ース取付部Ｂ１に外嵌めして固定される。すなわち、底部開口６３ｃは、収容部６１ａを
内視鏡リプロセッサ１の処理槽２４内に固定する固定部である。
【００４０】
　流体排出口６３ｄは、底部開口６３ｃの周囲に設けられる。流体排出口６３ｄは、後述
する流体排出口６４ｆと連通することにより、内視鏡付属品用ケース６１内の液体を排液
する。流体排出口６３ｄの数は特に限定されず１個以上であればよい。
【００４１】
　流体吐出部６４は、例えば、樹脂等を材質として構成される。流体吐出部６４は、本体
部６４ａと、接続管路６４ｂと、吐出口６４ｃと、台座取付部６４ｄと、鍔状部６４ｅと
、流体排出口６４ｆを有する。なお、流体吐出部６４は、例えば、樹脂以外にも、金属又
はセラミックを材質としても構わない。
【００４２】
　本体部６４ａは、鍔状部６４ｅから蓋６２に向けて立ち上がるように、柱状に形成され
る。本体部６４ａは、所定の高さを有する。所定の高さは、流体吐出部６４が台座Ｂから
外れないように、蓋６２によって頂部６４ｔが当て止めされる高さに予め設定される。
【００４３】
　接続管路６４ｂは、本体部６４ａの内側に設けられる。接続管路６４ｂは、一端が吐出
口６４ｃと連通し、他端が台座取付部６４ｄの開口と連通する。台座取付部６４ｄが台座
Ｂのケース取付部Ｂ１に取り付けられると、接続管路６４ｂとケース取付部Ｂ１の噴出口
Ｂ２が連通し、接続管路６４ｂと送流体部Ｓは連通する。すなわち、接続管路６４ｂは、
流体供給源と吐出口６４ｃをつなぐように形成される。
【００４４】
　吐出口６４ｃは、ケース本体６３の下部に位置する。吐出口６４ｃは、流体の吐出方向
が本体部６４ａの周方向になるように、本体部６４ａの外周に設けられる（図４の１点鎖
線）。吐出口６４ｃは、流体の吐出の反力によって流体吐出部６４が軸周りに回転するよ
うに、接続管路６４ｂを介して送流体部Ｓから供給された流体を吐出する。
【００４５】
　台座取付部６４ｄは、本体部６４ａの下部に設けられ、台座Ｂのケース取付部Ｂ１の上
部に載せて取り付けることができるように凹状に形成される。台座取付部６４ｄには、接
続管路６４ｂの開口が設けられる。
【００４６】
　鍔状部６４ｅは、本体部６４ａの下端が外方に延出するように形成される。鍔状部６４
ｅは、本体部６４ａを支持する。
【００４７】
　流体排出口６４ｆは、鍔状部６４ｅに設けられる。流体排出口６４ｆの数は特に限定さ
れず１個以上であればよい。
【００４８】
　すなわち、本体部６４ａと鍔状部６４ｅは、流体の供給中に吐出口６４ｃの吐出方向を
変動させる変動部を構成する。変動部は、流体吐出部６４の軸周りに吐出口６４ｃを回転
させる。
【００４９】
　台座Ｂは、処理槽２４に設けられる。台座Ｂは、内視鏡付属品用ケース６１を保持し、
内視鏡付属品用ケース６１に流体を供給できるように構成される。台座Ｂは、ケース取付
部Ｂ１と、噴出口Ｂ２と、流体流路Ｂ３とを有する。
【００５０】
　ケース取付部Ｂ１は、台座Ｂの上部に設けられ、凸状に形成される。
【００５１】
　噴出口Ｂ２は、ケース取付部Ｂ１に設けられる。
【００５２】
　流体流路Ｂ３は、台座Ｂ内に設けられ、一端が噴出口Ｂ２と連通し、他端が管路Ｐと連
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通する。管路Ｐは、流路切替弁４１ｃと連通する。
【００５３】
　内視鏡付属品用ケース６１の配置位置は処理槽２４の底面に限定されず、処理槽２４の
側面に配置されていてもよい。この場合図に示される内視鏡付属品用ケース６１は横倒し
になり、上述の上方、下方は側方となる。
【００５４】
　（作用）
　続いて、第１の実施形態の内視鏡付属品用ケース６１の作用について説明をする。
【００５５】
　ユーザは、トップカバー１１を開け、付属品Ａが取り外された内視鏡Ｅを処理槽２４に
セットする。続いて、ユーザは、内視鏡付属品用ケース６１の蓋６２を開け、付属品Ａを
内視鏡付属品用ケース６１に収容し、蓋６２を閉じる。トップカバー１１が、ユーザによ
って閉じられ、摘み６２ａの上面に当たり、又は、摘み６２ａの上面から所定距離離れた
位置に配置されると、蓋６２は、トップカバー１１によってケース本体６３から外れない
ようになる。
【００５６】
　ユーザによって操作部２２を介して再生処理開始の指示入力がされると、制御部５１は
、洗剤ノズル２７、薬液導入口３１又は循環口４１から薬液３１ａ又は水等の液体を処理
槽２４に注入させ、処理槽２４に液体を貯留させる。
【００５７】
　処理槽２４に液体が貯留されると、内視鏡付属品用ケース６１は、水没する。
【００５８】
　制御部５１が、流路切替弁４１ｃに対し、送液ポンプ４１ａと内視鏡付属品用ケース６
１とを連通させるための制御信号を送信すると、送液ポンプ４１ａと内視鏡付属品用ケー
ス６１は、連通する。続いて、制御部５１が、送液ポンプ４１ａに対し、送液を開始させ
るための制御信号を送信すると、送液ポンプ４１ａは、送液を開始する。
【００５９】
　循環口４１から取り込まれた液体は、流路切替弁４１ｃを介して噴出口Ｂ２から噴出す
る。噴出口Ｂ２から噴出した液体は、流体吐出部６４を押し上げ、ケース本体６３と流体
吐出部６４に生じる摩擦力を減少させ、流体吐出部６４の回転性を向上させる。流体吐出
部６４は、台座Ｂから外れないように、蓋６２によって当て止めされる。
【００６０】
　また、噴出口Ｂ２から噴出した液体は、接続管路６４ｂに流入し、吐出口６４ｃから吐
出される。吐出口６４ｃが液体を吐出すると、吐出した液体の反力により、流体吐出部６
４は、軸周りに回転する。流体吐出部６４が回転すると、吐出口６４ｃの吐出方向は変動
する。
【００６１】
　これにより、内視鏡付属品用ケース６１では、流体の吐出を吐出口６４ｃに集中させ、
かつ吐出した流体の反力によって回転して複数方向へ流体を吐出する。
【００６２】
　第１の実施形態によれば、内視鏡付属品用ケース６１は、より強力に、かつ複数方向へ
流体を吐出し、付属品Ａの撹拌を効果的に行うことができる。
【００６３】
　（第１の実施形態の変形例１）
　実施形態では、内視鏡リプロセッサ１は、付属品Ａが引っかかる等により、流体吐出部
６４が回転できない、又は、回転が遅くなる等の異常状態になったとき、異常状態をユー
ザに警告できないが、ユーザに警告できるように構成しても構わない。本変形例の説明で
は、他の実施形態及び他の変形例と同じ構成については、説明を省略する。
【００６４】
　台座Ｂは、回転センサＳ１を有する（図３の２点鎖線）。回転センサＳ１は、流体吐出
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部６４の回転を検知し、検知信号を制御部５１に出力する。回転センサＳ１は、例えばリ
ードスイッチを有する磁気センサＳ１である。
【００６５】
　流体吐出部６４の鍔状部６４ｅは、回転センサＳ１と対向する位置に、回転位置マーカ
である磁石Ｓ２を有する（図３の２点鎖線）。
【００６６】
　流体吐出部６４が軸周りに回転すると、１回転毎に回転センサＳ１が磁石Ｓ２を検知し
、検知信号を制御部５１に出力する。例えば、回転センサＳ１が所定時間磁石Ｓ２を検知
しない等、流体吐出部６４の異常状態を検知すると、制御部５１は、警告音の出力等によ
ってユーザに異常状態を警告する。
【００６７】
　すなわち、流体吐出部６４は、処理槽２４に設けられた回転センサＳ１に対向する位置
に磁石Ｓ２を有し、磁石Ｓ２は、回転センサＳ１に流体吐出部６４の回転を検知させる。
【００６８】
　これにより、内視鏡リプロセッサ１は、流体吐出部６４が異常状態になったとき、ユー
ザに警告することができる。
【００６９】
　（第１の実施形態の変形例２）
　第１の実施形態及びその変形例１では、内視鏡付属品用ケース６１は、複数に仕切られ
ていないが、仕切り壁Ｗによって複数に仕切られても構わない。
【００７０】
　図５は、本発明の第１の実施形態の変形例２に係わる、内視鏡リプロセッサ１の内視鏡
付属品用ケース６１の構成の一例を示す上面図である。本変形例の説明では、他の実施形
態及び他の変形例と同じ構成については、説明を省略する。
【００７１】
　図５に示すように、内視鏡付属品用ケース６１は、仕切り壁Ｗを有する。仕切り壁Ｗは
、収容部６１ａを２つに仕切り、収容部６１ｂと収容部６１ｃに分離させる。
【００７２】
　これにより、内視鏡付属品用ケース６１では、付属品Ａの種類を分けて収納することが
でき、複数種類の付属品Ａを簡便に再生処理することができる。
【００７３】
　（第１の実施形態の変形例３）
　第１の実施形態及びその変形例１、２では、流体吐出部６４は、台座Ｂのケース取付部
Ｂ１の上部に載せて取り付けられるが、台座Ｂａの貫通孔Ｂａ１に取り付けられても構わ
ない。
【００７４】
　図６は、本発明の第１の実施形態の変形例３に係わる、内視鏡リプロセッサ１の内視鏡
付属品用ケース６１及び台座Ｂａの構成の一例を示す断面図である。本変形例の説明では
、他の実施形態及び他の変形例と同じ構成については、説明を省略する。
【００７５】
　流体吐出部１６４は、本体部１６４ａと、コネクタ取付部１６４ｄと、円盤１６４ｅと
、を有する。
【００７６】
　本体部１６４ａは、台座Ｂａの貫通孔Ｂａ１を貫通するように、柱状に形成される。
【００７７】
　コネクタ取付部１６４ｄは、本体部１６４ａの下部に設けられ、コネクタＣに取り付け
られる。
【００７８】
　円盤１６４ｅは、本体部１６４ａの外周に設けられ、台座Ｂａ内に設けられた円盤保持
部Ｂａ２に回転自在に保持される。
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【００７９】
　台座Ｂａは、処理槽２４に設けられ、内視鏡付属品用ケース６１を保持する。台座Ｂａ
は、貫通孔Ｂａ１と、円盤保持部Ｂａ２を有する。
【００８０】
　貫通孔Ｂａ１は、台座Ｂａを貫通するように形成される。
【００８１】
　円盤保持部Ｂａ２は、円盤１６４ｅを回転自在に保持できるように、貫通孔Ｂａ１の内
周面に凹状に形成される。
【００８２】
　コネクタＣは、回転自在に流体吐出部１６４と管路Ｐを接続する。
【００８３】
　これにより、内視鏡付属品用ケース６１では、流体吐出部１６４が台座Ｂａに回転自在
に保持され、流体吐出部１６４が安定する。
【００８４】
　（第１の実施形態の変形例４）
　第１の実施形態及びその変形例１から３では、流体吐出部１６４は、吐出口６４ｃから
吐出した流体の反力によって軸周りに回転するが、モータＭ１等の駆動力によって軸周り
に回転しても構わない。
【００８５】
　図７は、本発明の第１の実施形態の変形例４に係わる、内視鏡リプロセッサ１の内視鏡
付属品用ケース６１及び台座Ｂａの構成の一例を示す断面図である。本変形例の説明では
、他の実施形態及び他の変形例と同じ構成については、説明を省略する。
【００８６】
　内視鏡リプロセッサ１は、モータＭ１、ピニオンギアＭ２を有する。
【００８７】
　モータＭ１は、制御部５１と接続し、制御部５１の制御の下、回転駆動する。
【００８８】
　ピニオンギアＭ２は、モータＭ１の回転軸と連結される。
【００８９】
　流体吐出部１６４は、吐出口１６４ｃとクラウンギア１６４ｆを有する。
【００９０】
　吐出口１６４ｃは、本体部１６４ａの外周に設けられる。なお、吐出口１６４ｃは、流
体の吐出方向が、本体部１６４ａの周方向でなくても構わない。図７では、吐出口１６４
ｃの流体の吐出方向は、本体部１６４ａの径方向である。
【００９１】
　流体吐出部１６４には、ピニオンギアＭ２と噛合するクラウンギア１６４ｆが、本体部
１６４ａの外周に設けられる。
【００９２】
　モータＭ１が回転駆動すると、回転軸、ピニオンギアＭ２及びクラウンギア１６４ｆを
介して回転力が本体部１６４ａに伝達され、流体吐出部１６４は、回転する。
【００９３】
　これにより、内視鏡付属品用ケース６１は、モータＭ１の回転力により、流体の吐出方
向を変えることができる。
【００９４】
　（第２の実施形態）
　第１の実施形態、その変形例１から４では、流体吐出部６４、１６４が回転するが、回
転しなくても構わない。
【００９５】
　図８は、本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の流体供給源の構成
の一例を示すブロック図である。図９は、本発明の第２の実施形態に係わる、内視鏡リプ
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ロセッサ１の内視鏡付属品用ケース６１の構成の一例を示す上面図である。本実施形態の
説明では、他の実施形態及び他の変形例と同じ構成については、説明を省略する。
【００９６】
　図８に示すように、内視鏡リプロセッサ１は、吐出弁Ｖ１、Ｖ２、Ｖ３、Ｖ４、Ｖ５と
台座Ｂｂを有する。内視鏡付属品用ケース６１は、底部開口６３ｃによって台座Ｂｂに固
定される。内視鏡付属品用ケース６１は、流体吐出部２６４を有する。以下、吐出弁Ｖ１
、Ｖ２、Ｖ３、Ｖ４、Ｖ５の全て又は一部を示すとき、吐出弁Ｖという。
【００９７】
　流路切替弁４１ｃは、分岐管Ｄを介して吐出弁Ｖの各々と連通する。さらに、吐出弁Ｖ
の各々は、流体流路Ｂｂ３の各々と連通する。
【００９８】
　吐出弁Ｖの各々は、制御部５１と接続され、制御部５１によって開閉制御される（図２
の２点鎖線）。すなわち、流体供給源は、吐出口Ｊの各々に連通した互いに異なる複数の
吐出弁Ｖを有し、制御部５１は、吐出弁Ｖの各々を開閉制御する。
【００９９】
　台座Ｂｂは、内視鏡付属品用ケース６１を保持する。台座Ｂｂは、流体流路Ｂｂ３を有
し、流体吐出部２６４の接続管路２６４ｂの各々と連通する。
【０１００】
　流体吐出部２６４は、底部６３ｂに設けられる。流体吐出部２６４は、吐出口Ｊ１、Ｊ
２、Ｊ３、Ｊ４、Ｊ５と、接続管路２６４ｂと、を有する。以下、吐出口Ｊ１、Ｊ２、Ｊ
３、Ｊ４、Ｊ５の全部又は一部を示すとき、吐出口Ｊという。なお、第２の実施形態の説
明では、吐出口Ｊが５つの例を説明するが、吐出口Ｊは５つに限定されない。
【０１０１】
　吐出口Ｊは、流体吐出部２６４の上部に、複数設けられる（図９）。
【０１０２】
　接続管路２６４ｂは、吐出口Ｊの各々と流体流路Ｂｂ３の各々が連通するように、複数
設けられる。
【０１０３】
　制御部５１は、吐出弁Ｖに制御信号を出力し、所定の順序にしたがって流体を吐出する
吐出口Ｊを切替え、吐出口Ｊのいずれか１つから順次流体を吐出させる。例えば、制御部
５１は、制御信号を出力し、吐出弁Ｖ１を開き、続いて吐出弁Ｖ１を閉じ、続いて吐出弁
Ｖ２を開き、続いて吐出弁Ｖ２を閉じる等のように、所定の順序にしたがって吐出弁Ｖの
開閉を制御する。
【０１０４】
　これにより、内視鏡付属品用ケース６１では、吐出口Ｊのいずれか１つに吐出力を集中
させて強力に流体を吐出し、かつ所定の順序にしたがって流体を吐出する吐出口Ｊを切替
え、順に、複数方向へ流体を吐出する。
【０１０５】
　第１の実施形態によれば、内視鏡付属品用ケース６１は、より強力に、かつ複数方向へ
流体を吐出し、付属品Ａの撹拌を効果的に行うことができる。
【０１０６】
　（第２の実施形態の変形例）
　なお、第２の実施形態では、内視鏡リプロセッサ１は、管路の詰まり等により、流体吐
出部２６４が異常状態になったとき、ユーザに警告できないが、異常状態をユーザに警告
できるように構成しても構わない。本変形例の説明では、他の実施形態及び他の変形例と
同じ構成については、説明を省略する。
【０１０７】
　第２の実施形態の変形例では、吐出弁Ｖと流路切替弁４１ｃの間に流量センサＳが設け
られる（図８の２点鎖線）。
【０１０８】
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　流量センサＳは、流体の流量を計測可能である。流量センサＳは、制御部５１と接続さ
れ、計測結果を制御部５１に出力する。
【０１０９】
　吐出弁Ｖを開いた状態において、流体の流量が所定流量よりも低いことを検知すると、
制御部５１は、警告音の出力等によってユーザに異常状態を警告する。
【０１１０】
　これにより、内視鏡リプロセッサ１は、流体吐出部６４が異常状態になったとき、ユー
ザに警告することができる。
【０１１１】
　（第３の実施形態）
　第１の実施形態の変形例２では、内視鏡付属品用ケース６１は、仕切り壁Ｗによって複
数に仕切られているが、回転可能な回転仕切り壁３３１によって複数に仕切られても構わ
ない。
【０１１２】
　図１０は、本発明の第３の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の内視鏡付属品用
ケース６１及び台座Ｂの構成の一例を示す断面図である。図１０は、軸線に沿うように内
視鏡付属品用ケース６１を切断した切断面が表される。図１０では、回転仕切り壁３３１
が回転することによって通過する領域３３１ａが破線によって表される。図１１は、本発
明の第３の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の内視鏡付属品用ケース６１の回転
筒３２１、回転仕切り壁３３１及び蓋３４１の構成の一例を示す斜視図である。本実施形
態の説明では、他の実施形態及び他の変形例と同じ構成については、説明を省略する。
【０１１３】
　図１０及び図１１に示すように、内視鏡付属品用ケース６１は、ケース本体６３の他、
保持筒３１１と、回転筒３２１と、回転仕切り壁３３１と、蓋３４１と、を有する。
【０１１４】
　保持筒３１１は、例えば、樹脂等を材質として構成される。保持筒３１１は、筒状に形
成され、台座Ｂｃに設けられたケース取付部Ｂｃ１に取り付けられる。保持筒３１１は、
回転筒３２１を保持する。保持筒３１１は、筒本体３１２と、流体管路３１３と、流体収
束部３１４と、を有する。
【０１１５】
　筒本体３１２は、底部６３ｂから蓋３４１へ向けて立ち上がるように、柱状に形成され
る。筒本体３１２は、上部に外向フランジ状の係止部Ｋａを有する。
【０１１６】
　流体管路３１３は、筒本体３１２の内側に設けられる。
【０１１７】
　流体収束部３１４は、筒本体３１２の下部に設けられる。流体収束部３１４の外縁部は
、流体収束部３１４が脱落しないように、底部６３ｂと台座Ｂｃの間に配置される。流体
収束部３１４には、流体管路３１３と連通する開口が設けられる。流体収束部３１４は、
内側が凹状に形成され、台座Ｂｃの上部に複数設けられた噴出口Ｂｃ２から噴出する流体
を収束して流体管路３１３に流入させる。すなわち、保持筒３１１は、収容部６１ｄ、６
１ｅの下部から立ち上がるように設けられる。
【０１１８】
　回転筒３２１は、例えば、樹脂等を材質として構成され、筒状に形成される。回転筒３
２１は、筒本体３１２の上部に回転自在に取り付けられる。回転筒３２１は、筒本体３１
２との摩擦を抑える低摩擦構造を有する。例えば、回転筒３２１は、低摩擦構造として、
係止部Ｋａに係止されるように、下部に、係止部Ｋａと係合する内向フランジ状の係止部
Ｋｂを有し、胴体が筒本体３１２の外径よりも大きな内径を有する。回転筒３２１は、流
体管路３２２、吐出口３２３を有する。
【０１１９】
　流体管路３２２は、回転筒３２１の内側に設けられる。流体管路３２２の上部は、閉塞
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して構わない。
【０１２０】
　吐出口３２３は、流体の吐出方向が回転筒３２１の周方向になるように、回転筒３２１
の外周部に設けられる。図１０及び図１１の例では、吐出口３２３は、回転筒３２１の径
方向の両側の外周部に、反時計回り方向を向くように、それぞれ３つ設けられる。吐出口
３２３は、流体の吐出の反力によって回転筒３２１が軸周りに回転するように、流体管路
３１３、３２２を介して送流体部Ｓから供給された流体を吐出する。
【０１２１】
　回転仕切り壁３３１は、回転筒３２１の外周部に取り付けられ、板状に形成される。回
転仕切り壁３３１は、内視鏡付属品用ケース６１の内側の収容部を収容部６１ｄ、６１ｅ
に仕切る。図１０及び図１１の例は、図示しない回転仕切り壁３３１を挟み、一方に収容
部６１ｄが配置され、他方に収容部６１ｅが配置される。回転仕切り壁３３１は、回転筒
３２１から回転力が伝達される。図１０及び図１１の例では、回転仕切り壁３３１は、回
転筒３２１の径方向の両側の外周部から突出するように設けられる。回転仕切り壁３３１
の縁部は、ケース本体６３の内壁及び蓋３４１に沿うように形成される。
【０１２２】
　蓋３４１は、ケース本体６３の上部に着脱可能に取り付けられる。蓋３４１は、板状に
形成され、下面中央に回転筒３２１の他方の端部が取り付けられる。図１０及び図１１の
例では、蓋３４１は、円形板状に形成され、下面中央に、回転筒３２１に内嵌めする凸部
３４２を有する。凸部３４２は、回転筒３２１の回転力を蓋３４１に伝達するが、回転力
が伝達しないように、回転筒３２１に遊嵌するように構成しても構わない。蓋３４１が回
転筒３２１から取り外されると、収容部６１ｄ、６１ｅは、外部に露出する。
【０１２３】
　再生処理を開始する際、ユーザは、２つの内視鏡Ｅの各々から付属品Ａ１、Ａ２を取り
外し、一方の内視鏡Ｅの付属品Ａ１を収容部６１ｄに収容し、他方の内視鏡Ｅの付属品Ａ
２を収容部６１ｅに収容する。付属品Ａ１、Ａ２が取り外された２つの内視鏡Ｅは、処理
槽２４に収容される。
【０１２４】
　再生処理が開始され、噴出口Ｂｃ２が液体を噴出すると、液体は、流体収束部３１４を
介して流体管路３１３、３２２に流入する。流体管路３２２に流入した液体は、吐出口３
２３から吐出する。吐出口３２３が液体を吐出すると、吐出した液体の反力により、回転
筒３２１及び回転仕切り壁３３１は、回転筒３２１の軸周りに回転する。回転仕切り壁３
３１は、回転によって収容部６１ｄ、６１ｅに収容された付属品Ａを攪拌する。
【０１２５】
　再生処理終了後、ユーザは、２つの内視鏡Ｅを処理槽２４から取り出し、付属品Ａ１を
収容部６１ｄから取り出し、また、付属品Ａ２を収容部６１ｅから取り出す。ユーザは、
次回の使用に備え、一方の内視鏡Ｅと付属品Ａ１を対応付けて保管し、また、他方の内視
鏡Ｅと付属品Ａ２を対応付けて保管する。
【０１２６】
　すなわち、筒本体３１２と回転筒３２１は、流体の供給中に吐出口３２３の吐出方向を
変動させる変動部を構成する。より具体的には、変動部は、収容部６１ｄ、６１ｅの下部
から立ち上がるように設けられた保持筒３１１と、保持筒３１１に回転自在に保持され、
周方向へ向いた吐出口３２３を有する回転筒３２１とを有する。
【０１２７】
　また、流体収束部３１４及び流体管路３１３、３２２は、流体供給源と吐出口３２３と
をつなぐ接続管路を構成する。より具体的には、接続管路は、保持筒３１１と回転筒３２
１の内側に設けられる。
【０１２８】
　保持筒３１１と回転筒３２１は、流体の供給中に吐出口３２３の吐出方向を変動させる
変動部、および、流体供給源と吐出口３２３とをつなぐ接続管路を含む流体吐出部を構成
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する。流体吐出部は、回転仕切り壁３３１を有する。回転仕切り壁３３１は、回転筒３２
１に取り付けられ、収容部を複数に仕切り、吐出口３２３から吐出する流体の反力によっ
て回転筒３２１とともに回転筒３２１の軸周りに回転する。
【０１２９】
　これにより、内視鏡付属品用ケース６１では、流体の吐出を吐出口３２３に集中させ、
かつ吐出した流体の反力によって回転して複数方向へ流体を吐出する。
【０１３０】
　また、内視鏡リプロセッサ１では、回転仕切り壁３３１が攪拌することにより、より効
果的に付属品Ａ１、Ａ２の再生処理を行うことができる。
【０１３１】
　また、内視鏡リプロセッサ１は、回転仕切り壁３３１によって仕切られた収容部６１ｄ
、６１ｅに、混ざり合わないように、２つの内視鏡Ｅの各々の付属品Ａ１、Ａ２を分けて
収容することができる。
【０１３２】
　第１の実施形態によれば、内視鏡付属品用ケース６１は、より強力に、かつ複数方向へ
流体を吐出し、付属品Ａ１、Ａ２の撹拌を効果的に行うことができる。
【０１３３】
　（第３の実施形態の変形例）
　第３の実施形態では、蓋３４１がケース本体６３の上部に着脱可能に取り付けられるが
、蓋３５１は、開閉部３５２を有しても構わない。
【０１３４】
　図１２は、本発明の第３の実施形態の変形例に係わる、内視鏡リプロセッサ１の内視鏡
付属品用ケース６１の構成の一例を示す斜視図である。本変形例の説明では、他の実施形
態及び他の変形例と同じ構成については、説明を省略する。
【０１３５】
　内視鏡付属品用ケース６１は、蓋３５１を有する。
【０１３６】
　蓋３５１は、ケース本体６３の上部に着脱可能に取り付けられる。蓋３５１は、板状に
形成され、下面中央に回転筒３２１が取り付けられる。蓋３５１は、揺動可能に設けられ
た開閉部３５２を有する。図１２の例では、蓋３５１の半分が開閉部３５２を構成する。
開閉部３５２を開くと収容部６１ｄ、６１ｅは、外部に露出する。
【０１３７】
　これにより、内視鏡リプロセッサ１では、蓋３５１を取り付けたまま、内視鏡付属品用
ケース６１に付属品Ａ１、Ａ２の出し入れをすることができる。
【０１３８】
　なお、第３の実施形態では、回転筒３２１は、係止部Ｋａ、Ｋｂによって係止されるが
、これに限定されない。例えば、回転筒３２１は、低摩擦構造として、ボールベアリング
を有しても構わない。
【０１３９】
　なお、第１の実施形態の変形例２及び第３の実施形態では、２つに仕切られた収容部６
１ｂ、６１ｃ、６１ｄ、６１ｅを有するが、２つに限定されず、３つ以上に仕切られても
構わない。
【０１４０】
　なお、実施形態及び変形例では、流体排出口６３ｄ、６４ｆが設けられるが、流体排出
口６３ｄ、６４ｆは、設けなくても構わない。
【０１４１】
　なお、実施形態及び変形例では、エアコンプレッサ４１ｅが内視鏡付属品用ケース６１
に連通可能である例を示したが、本発明はこれに限定されず、液体のみが内視鏡付属品用
ケース６１に供給可能である構成であってもよい。
【０１４２】
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　なお、実施形態及び変形例では、吐出口６４ｃ、Ｊ、Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３、Ｊ４、Ｊ５か
ら液体を吐出する例を説明したが、制御部５１は、流路切替弁４１ｃによってエアコンプ
レッサ４１ｅと内視鏡付属品用ケース６１とを連通させ、内視鏡付属品用ケース６１内に
送気させても構わないし、内視鏡付属品用ケース６１内に液体と気体の両方を同時に送り
込んでも構わない。
【０１４３】
　なお、流体吐出部６４から突出した隔壁を設けて収容部６１ａ内を複数の空間に分割し
てもよい。収容部６１ａ内を複数の空間に分割することで、複数本の内視鏡Ｅをリプロセ
スする際にそれぞれの内視鏡Ｅ別に付属品Ａを分けてリプロセスすることができる。
【０１４４】
　また、隔壁を流体吐出部６４と一緒に旋回させることで、付属品Ａ同士がスクラムを組
んで固定されてしまうことを防止できる。
【０１４５】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【０１４６】
　本発明によれば、付属品の撹拌を効果的に行うことができる内視鏡付属品用ケースを提
供することができる。
【０１４７】
　本出願は、２０１７年２月２２日に日本国に出願された特願２０１７－０３１１９４号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の
範囲に引用されるものとする。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【手続補正書】
【提出日】平成29年12月1日(2017.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の一態様の内視鏡付属品用ケースは、内視鏡付属品を収容する収容部と、前記収
容部を内視鏡リプロセッサの処理槽内に固定する固定部と、流体供給源から供給された流
体を前記収容部内に吐出する吐出口、前記流体の供給中に前記吐出口の吐出方向を変動さ
せる変動部、および、前記流体供給源と前記吐出口とをつなぐ接続管路、を含む、前記収
容部の中央に配置された流体吐出部とを含み、前記変動部は、前記吐出口を前記流体吐出
部の軸周りに回転させ、前記収容部の内側側面と前記吐出口は、所定距離離間しており、
前記吐出口から吐出した流体に煽られた前記内視鏡付属品が撹拌される空間を形成してい
る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡付属品を収容する収容部と、
　前記収容部を内視鏡リプロセッサの処理槽内に固定する固定部と、
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　流体供給源から供給された流体を前記収容部内に吐出する吐出口、
　前記流体の供給中に前記吐出口の吐出方向を変動させる変動部、および、
　前記流体供給源と前記吐出口とをつなぐ接続管路、を含む、前記収容部の中央に配置さ
れた流体吐出部とを含み、
　前記変動部は、前記吐出口を前記流体吐出部の軸周りに回転させ、
　前記収容部の内側側面と前記吐出口は、所定距離離間しており、前記吐出口から吐出し
た流体に煽られた前記内視鏡付属品が撹拌される空間を形成している、
　ことを特徴とする内視鏡付属品用ケース。
【請求項２】
　前記収容部は、椀状のケース本体および蓋から成る、ことを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡付属品用ケース。
【請求項３】
　前記変動部は、前記吐出口から吐出する流体の反力によって前記吐出方向を変動させる
ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡付属品用ケース。
【請求項４】
　仕切り壁を有し、
　前記収容部は、前記仕切り壁によって複数に仕切られる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡付属品用ケース。
【請求項５】
　前記流体吐出部は、モータの駆動力によって軸周りに回転する、ことを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡付属品用ケース。
【請求項６】
　前記流体吐出部は、前記処理槽に設けられた回転センサに対向する位置に回転位置マー
カを有し、
　前記回転位置マーカは、前記回転センサに前記流体吐出部の回転を検知させる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡付属品用ケース。
【請求項７】
　前記吐出口は、前記流体吐出部に複数設けられ、
　前記内視鏡リプロセッサに設けられた制御部の制御により、所定の順序にしたがい、流
体を吐出する前記吐出口を切替え、前記吐出口のいずれか１つから順次流体を吐出させる
、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡付属品用ケース。
【請求項８】
　前記流体供給源は、前記吐出口の各々に連通した互いに異なる複数の吐出弁を有し、
　前記制御部は、前記吐出弁の各々を開閉制御する、ことを特徴とする請求項７に記載の
内視鏡付属品用ケース。
【請求項９】
　前記流体吐出部は、回転仕切り壁を有し、
　前記変動部は、前記収容部の下部から立ち上がるように設けられた保持筒と、前記保持
筒に回転自在に保持され、周方向へ向いた前記吐出口を有する回転筒とを有し、
　前記接続管路は、前記保持筒と前記回転筒の内側に設けられ、
　前記回転仕切り壁は、前記回転筒に取り付けられ、前記収容部を仕切り、前記吐出口か
ら吐出する流体の反力によって前記回転筒とともに前記回転筒の軸周りに回転する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡付属品用ケース。
【請求項１０】
　前記収容部は、開閉可能な開閉部を有する蓋を有する、請求項１に記載の内視鏡付属品
用ケース。
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